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【課題の概要】 
本研究は、室温超伝導実現に向けて超高圧力下での水素化

物高温超伝導体の合成並びに超伝導デバイス回路動作の達成
とともに、物質開発に関しては計算科学と超高圧下での構造
解析・測定手法を組み合わせて探索することを課題としてい
る。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
理論による新奇な結晶構造提案及び超高圧下での革新的な

実験的手法の統合により、室温超伝導の実現が期待できる。
また、水素化物の室温超伝導化を目指す挑戦的な技術開発や
計算科学に基づく物質探索的な観点から、物質科学の推進に
おいて重要な学術的意義を持つものである。 

 


